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㌢1～2「農村と都市の交流会」

魚崎（神戸市）で

野菜即売と神楽を披露
～学童疎開が取り持つ縁で、交流会が実現～

まちのうごき
（平成2年8月末）

世帯数　1，214　（一1）
人　口　4，709人（＋7）
（男）　2，266人（＋7）
（女）　2，443人（±0）
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▲祭りの華「十七夜踊り（こだいぢ踊り）」も最高潮（上之段広場で）

今
年
も
十
六
日
（
前
夜
祭
）
十

七
日
の
2
日
間
に
わ
た
っ
て
、
江

尾
十
七
夜
が
行
わ
れ
、
多
く
の
催

し
が
盛
大
に
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。十

七
日
の
午
後
に
突
然
の
降
雨

に
見
舞
わ
れ
、
江
美
神
社
境
内
で

行
わ
れ
る
予
定
で
し
た
　
「
少
年
相

撲
大
会
」
は
残
念
を
が
ら
中
止
と

を
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
心
配
さ

れ
た
雨
も
夕
方
近
く
に
は
あ
が
り
、

他
の
行
事
は
予
定
通
り
行
わ
れ
ま

し
た
。

江
尾
本
町
通
り
に
は
約
八
十
の

露
店
が
並
び
見
物
の
人
で
賑
わ
う

中
、
午
後
6
時
に
商
工
会
青
年
部

に
よ
る
江
美
城
太
鼓
の
町
内
流
し

打
ち
を
皮
切
り
に
、
多
彩
な
行
事

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

江
尾
駅
前
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
前

夜
祭
に
続
き
勇
壮
を
「
伯
書
天
神

ば
や
し
太
鼓
」
が
披
露
さ
れ
る
と

共
に
、
「
納
涼
カ
ラ
オ
ケ
」
が
行

わ
れ
自
慢
の
ノ
ド
を
披
露
。

歩
行
者
天
国
の
本
町
通
り
に
璃

各
団
体
の
趣
向
を
凝
ら
し
た
「
仁

輪
加
」
が
繰
り
出
し
、
お
祭
り
気

分
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

午
後
八
時
三
十
分
、
久
連
山
に

「
十
七
夜
」
　
の
火
文
字
が
点
灯
さ

れ
る
と
、
上
之
段
広
場
の
　
「
十
七

夜
踊
り
」
の
輪
も
広
が
り
、
祭
り

も
最
高
潮
。
花
火
の
集
中
打
ち
上

げ
も
行
わ
れ
、
夜
空
に
広
が
る
大

輪
に
し
ば
し
う
っ
と
り
。

江
美
神
社
で
は
　
「
荒
神
神
楽
」

が
奉
納
さ
れ
、
勇
壮
な
舞
い
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。

雨
が
呼
び
水
と
を
り
、
涼
し
さ

に
誘
わ
れ
て
か
、
約
一
万
二
千
人

が
繰
り
出
し
、
各
会
場
と
も
大
勢

の
見
物
客
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

㊤㊨㊤㊦㊥㊥㊨㊥㊥
↓
ひ
と
波
で
う
ま
っ
た
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト

五
百
年
の
伝
統
行
事
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本
年
8
日
2
9
日
任
期
満
了
の
町

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及
び
補
充

貝
に
つ
い
て
、
8
月
2
3
日
開
催
さ

れ
た
第
6
回
町
議
会
臨
時
会
で
次

の
と
お
り
改
選
さ
れ
ま
し
た
。

－
敬
称
略
－

ま
た
、
9
月
3
日
に
改
選
後
初

め
て
の
選
挙
管
理
委
員
会
が
開
催

さ
れ
、
委
員
長
に
川
L
　
正
　
氏

（
実
用
）
が
、
同
職
務
代
理
者
に

清
水
　
順
　
氏
（
袋
原
）
が
そ
れ
ぞ

れ
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

〔
補
充
貝
〕

順
位「二

、
三
、

四
、

氏河
上

奥
田

杉
原

藤
原

清覚恒滋
寿雄春彦名

任官柿久

連原市所

池
の
内

〈職務代理者〉　　　〈妻

門田　直理
（新一）

■｝L

清　水　　順
（袋原）

〈委　　　員〉

林　喜代隆
（荒田）

わ
だ
い

♂

≠

ぶ

《

篭

〝

≠

主要地方道　江府中和用瀬線

江尾橋改良と

国道昇格を陳情

一江府町促進期成会－

主
要
地
方
道
江
府
中
和
用
瀬
線

の
改
良
、
国
道
昇
格
を
目
指
す
、

江
府
町
促
進
期
成
会
（
会
長
　
福

田
町
長
）
が
こ
の
度
結
成
さ
れ
、

九
月
一
日
、
鳥
取
県
選
出
の
坂
野

重
信
参
議
院
議
員
を
招
い
て
、
地

元
陳
情
会
が
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

主
要
地
方
道
江
府
中
和
用
瀬
線

の
入
口
に
あ
た
る
江
尾
橋
は
、
幅

が
四
・
五
メ
ー
ト
ル
と
狭
く
、
小

型
自
動
車
の
す
れ
ち
が
い
に
も
支

障
が
あ
る
程
で

す
。
ま
た
、
歩

道
も
を
く
、
江

尾
地
区
民
の
生

活
橋
と
し
て
通

学
に
も
使
わ
れ

て
お
り
、
交
通

事
故
の
多
発
す

る
昨
今
、
非
常

に
危
険
を
箇
所

と
在
っ
て
い
ま

す
。一

方
、
江
尾

橋
、
J
R
伯
備

線
踏
切
、
国
道

一
八
二
号
線
と

続
く
た
め
、
観

光
シ
ー
ズ
ン
に

は
近
年
の
車
両

の
大
型
化
も
あ

▲坂野重信参議院議員に現地を案内する福田町長と期成会のメンバー

り
、
必
ず
交
通
渋
滞
と
在
り
、
多

い
と
き
に
は
富
市
部
落
あ
た
り
ま

で
続
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
問
題
を
早
急
に
解
決

す
る
た
め
、
現
地
視
察
を
実
施
し

て
、
陳
情
会
を
お
こ
な
っ
た
も
の

で
す
。を

お
、
前
日
の
八
月
三
十
一
日

に
は
福
田
町
長
等
一
行
6
名
が
西

尾
鳥
取
県
知
事
に
も
陳
情
を
行
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
日
は
約
八
十
名
が
参
加
し

て
、
「
抜
本
的
を
改
善
と
国
道
の

昇
格
を
」
も
陳
情
し
た
と
こ
そ

坂
野
議
員
は
「
本
年
、
調
査
費
を

計
上
し
て
設
計
、
調
査
を
し
、
来

年
度
に
は
是
非
実
現
さ
せ
た
い
」

と
江
尾
橋
改
良
を
確
約
さ
れ
ま
し

た
。

＠
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人
権
擁
護
委
員

任

′「

．
再

、箋くわ：｝

1暫’ゝ
氏5工久夫

（洲河崎）

安当
町
の
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
、

八
月
十
五
日
付
け
で
安
江
久
夫
さ

ん
（
洲
河
崎
℡
7
5
－
2
2
0
8
）

が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
は
、
地
域
住
民

で
人
格
識
見
が
高
く
、
広
く
社
会

の
実
情
に
通
じ
、
人
権
擁
護
に
つ

い
て
理
解
の
あ
る
人
を
町
長
が
推

薦
し
、
法
務
大
臣
が
委
嘱
し
た
方

で
す
。

人
権
擁
護
委
員
の
主
を
仕
事
は
、

私
た
ち
の
人
権
が
お
か
さ
れ
な
い

よ
う
に
監
視
し
、
も
し
、
人
権
が

お
か
さ
れ
た
場
合
に
は
、
相
談
相

手
に
な
っ
て
こ
れ
を
救
済
し
た
り

人
々
の
間
に
正
し
い
人
権
の
考
え

方
を
広
め
た
り
す
る
こ
と
で
す
。

皆
さ
ん
が
、
毎
日
の
生
活
を
さ

れ
て
い
る
中
で
、
困
り
ご
と
や
心

配
ご
と
、
あ
る
い
は
、
法
律
上
ど

の
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
か
わ
か
ら

な
く
て
困
っ
た
り
さ
れ
る
こ
と
が

あ
れ
ば
、
人
権
擁
護
委
員
に
御
相

談
下
さ
い
。

全
国
一
斉
司
法
書
士

法
律
相
談
（
無
料
）

と
き

平
成
2
年
1

0
月
3
日
（
水
）

午
前
1

0
時
～
午
後
3
時

と
こ
ろ

共
済
福
祉
会
館
（
米
子
市
加

茂
町
二
丁
目
一
〇
二

相
談
内
容

登
記
、
供
託
、
訴
訟
書
類
の

作
成
等
、
司
法
書
士
の
業
務

に
関
す
る
相
談

問
い
合
わ
せ
先

鳥
取
市
西
町
二
丁
目
四
一
九

鳥
取
県
司
法
書
士
会

℡
0
8
5
7
・
2
4
・
7
0
1
3

後
援

・
日
本
司
法
書
士
会
連
合
会

「
調
停
相
談
会
」
開
設

－
米
子
地
区
調
停
協
会
－

と
き

平
成
2
年
1
0
日
1
8
日
（
木
）

午
前
1
0
時
～
午
後
3
時

と
こ
ろ

米
子
市
総
合
研
修
セ
ン
タ
ー

及
び
日
南
町
商
工
会

相
談
内
容

①
民
事
上
の
紛
争
（
金
銭
・

土
地
建
物
・
交
通
事
故
・

公
害
を
ど
）

②
家
庭
内
の
紛
争
（
夫
婦
・

親
子
・
扶
養
・
財
産
分
与

・
相
続
な
ど
）

担
　
　
当

鳥
取
地
方
・
家
庭
裁
判
所
所

属
の
民
事
・
家
事
調
停
委
員

相
談
は
、
無
料
で
秘
密
厳
守
。

電
話
番
号
案
内
二
〇
四
番
）
の
無
料
措
置

働
有
料
化
　
対
象
と
な
る
方
は
、

N
T
T
の
一
〇
四
番
へ
の
電
話

番
号
問
い
合
わ
せ
は
、
今
年
1
2
月

1
日
か
ら
有
料
化
二
番
号
案
内

に
つ
き
3
0
円
）
　
さ
れ
ま
す
。
た
だ

し
、
目
や
上
肢
等
に
〓
疋
程
度
以

上
の
障
害
を
お
持
ち
の
方
に
つ
い

て
は
、
事
前
に
申
し
込
め
ば
無
料

で
番
号
案
内
を
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

◎
対
象
と
在
る
方

①
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
で

次
の
障
害
を
有
す
る
方

・
身
体
障
害
者
等
級
表
に
よ
る
級

別
が
1
～
6
級
で
視
覚
障
害
を

有
す
る
方

事
前
に
手
続
き
を
。

・
身
体
障
害
者
等
級
表
に
よ
る
級

別
が
1
～
2
級
で
肢
体
不
自
由

（
上
肢
）
　
の
障
害
を
有
す
る
方

・
身
体
障
害
者
等
級
表
に
よ
る
級

別
が
1
～
2
級
で
肢
体
不
自
由

（
体
幹
）
の
障
害
を
有
す
る
方

・
身
体
障
害
者
等
級
表
に
よ
る
級

別
が
1
～
2
級
で
肢
体
不
自
由

（
乳
幼
児
期
以
前
の
非
進
行
性

の
能
病
変
に
よ
る
運
動
機
能
障

害
）
の
障
害
を
有
す
る
方

②
戦
傷
病
者
手
帳
を
お
持
ち
で
次

の
障
害
を
有
す
る
万

・
重
度
障
害
の
程
度
が
特
別
項
症

～
第
6
項
症
で
視
力
障
害
を
有

す
る
方

・
重
度
障
害
の
程
度
が
梓
別
項
症

～
第
2
項
症
で
上
肢
に
障
害
を

有
す
る
方

◎
N
T
T
へ
の
申
込
方
法

①
N
T
T
の
お
客
様
窓
口
で
。

身
体
障
害
者
手
帳
（
ま
た
は
戦

傷
病
者
手
帳
）
と
印
鑑
を
持
参

す
る
こ
と
。
代
理
で
も
可
。

②
郵
送
に
よ
る
方
法
。

申
込
書
と
手
帳
の
該
当
ペ
ー
ジ

（
お
名
前
、
手
帳
番
目
雪
級
別

重
度
障
害
の
程
度
、
障
害
名
）

を
コ
ピ
ー
し
、
所
定
の
N
T
T

支
店
等
に
郵
送
す
る
こ
と
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
N
T
T
根
雨

支
店
（
℡
7
2
・
0
2
0
2
）
へ
、

お
問
い
へ
‖
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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奥
大
山
チ
ロ
ル
の
里
だ
よ
り
抑

奥大山チロルの里構想

「農林業における

課題とピジョン」

先
月
号
で
、
チ
ロ
ル
の
里
構
想

の
め
ざ
す
全
体
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
し
た
が
、
今
回
は
農
林
業
に
つ

い
て
少
し
詳
し
く
紹
介
し
ま
す
。

本
町
で
は
米
を
基
幹
作
物
と
し

な
が
ら
、
高
冷
地
野
菜
の
夏
大
根

を
中
心
に
ホ
ー
レ
ン
革
、
ネ
ギ
・

ワ
サ
ビ
、
し
い
た
け
等
を
栽
培
し

て
い
ま
す
が
、
連
作
障
害
等
に
よ

る
品
質
問
題
、
生
産
量
の
低
下
を

き
た
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
現
状
を
ふ
ま
え
て
観

光
と
ド
ッ
キ
ン
グ
で
き
る
足
腰
の

強
い
農
業
を
展
開
さ
せ
る
た
め
次

の
と
お
り
計
画
し
て
い
る
。

日
中
棲
農
家
の
育
成

基
盤
整
備
に
よ
る
生
産
性
向
上

と
コ
ス
ト
の
低
減
を
は
か
る
。

口
農
業
ゾ
ー
ン
の
設
定

農
作
物
の
作
付
計
画
を
標
高
に

よ
り
三
ゾ
ー
ン
に
分
け
、
地
域
に

ふ
さ
わ
し
い
作
物
を
走
着
さ
せ
る
。

8
林
業
振
興

九
項
目
の
重
点
施
策
を
設
定
し

て
い
る
が
、
特
に
林
産
物
（
ワ
サ

ビ
、
し
い
た
け
等
）
　
の
生
産
増
と

加
工
技
術
と
販
売
努
力
。
次
に
間

伐
材
の
商
品
化
と
販
売
。

梓
に
商
品
化
に
つ
い
て
は
、
パ

ッ
ケ
ー
ジ
改
良
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
ロ
グ
材
の
加
工
機
械
を
試

作
し
、
ロ
グ
加
工
事
業
組
合
の
設

立
も
あ
り
商
品
化
を
目
指
し
技
術

向
上
に
励
ん
で
い
る
。

2
0
歳
以
上
の
学
生
も

国
民
年
金
の
強
制
加
入
に
。

現
在
二
十
歳
以
上
六
十
歳
未
満

の
学
生
は
、
国
民
年
金
加
入
の
対

象
か
ら
除
か
れ
任
意
加
入
の
対
象

と
在
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
二
十
歳
以
後
任
意

加
入
し
て
い
を
い
学
生
が
在
学
中

に
交
通
事
故
を
ど
で
障
害
者
と
な

っ
て
も
障
害
基
礎
年
金
は
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
老
齢
基
礎
年

金
は
二
十
歳
か
ら
六
十
歳
ま
で
四

十
年
間
加
入
し
て
、
は
じ
め
て
満

額
の
年
金
が
受
け
ら
れ
る
た
め
、

二
十
歳
以
上
で
学
生
が
任
意
加
入

し
て
い
な
い
場
合
満
額
の
年
金

が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

こ
れ
ら
の
改
善
を
図
る
た
め
、

平
成
三
年
四
日
か
ら
学
生
に
つ
い

て
も
強
制
加
入
が
義
務
付
け
ら
れ

ま
し
た
。

を
お
、
保
険
料
負
担
に
つ
い
て

は
、
学
生
本
人
は
一
般
的
に
収
入

が
を
い
た
め
、
過
重
な
も
の
と
在

ら
な
い
よ
う
保
険
料
の
免
除
等
具

体
的
を
取
扱
い
が
現
在
検
討
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

年
金
を
受
け
て
い
る
人
の
届
け
出
の
種
類
は
。

選
挙
一
口
メ
モ

マ
ン
ガ
編

（
明
る
い
選
挙
マ
ン
ガ
集
よ
り
）

有櫓者か
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年
金
を
受
け
て
い
る
人
が
、
正

し
く
年
金
を
受
け
取
る
た
め
に
は
、

各
種
届
出
を
社
会
保
険
庁
や
社
会

保
険
事
務
所
へ
提
出
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

正
し
く
届
出
さ
れ
を
い
と
、
支

払
日
に
年
金
が
受
け
取
れ
な
か
っ

た
り
、
過
払
い
の
た
め
年
金
を
返

納
し
て
い
た
だ
く
場
合
も
あ
り
ま

す
。お

も
を
届
出
は
次
の
と
お
り
で

す
。

○
引
き
続
き
年
金
を
受
け
る
と
き

「
現
況
屈
」

○
年
金
受
給
者
が
死
亡
し
た
と
き

「
死
亡
届
」

○
住
所
・
年
金
受
取
機
関
を
変
え

た
と
き

「
住
所
・
支
払
機
関
変
更
届
」

○
支
払
通
知
書
を
な
く
し
た
と
き

「
支
払
通
知
書
亡
失
（
未
着
）

届
」

〇
二
つ
以
上
の
年
金
を
受
け
る
権

利
が
で
き
た
と
き

「
年
金
受
給
選
択
申
出
書
」
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▽
保
健
婦
よ
り
ひ
と
こ
と
…
家
族
み
ん
な
が
一
R
二
本
牛
乳
を
飲
み
ま
し
ょ
う
。

〃
牛
乳
を
一
日
一
本
飲
ん
で
い
ま

す
か
？
〃

「
牛
乳
を
飲
む
と
お
腹
の
調
子

が
悪
く
な
っ
て
…
。
」
「
孫
が
い
る

の
で
、
孫
が
飲
み
自
分
の
口
に
入

ら
な
い
。
」
と
か
、
「
は
い
、
毎
朝

一
本
飲
ん
で
い
ま
す
。
」
　
「
よ
く

飲
ま
を
い
の
で
、
料
理
に
使
っ
た

り
、
コ
ー
ヒ
ー
に
入
れ
た
り
し
て

ま
す
。
」
と
か
い
う
声
を
聞
き
ま

す
。な

ぜ
、
牛
乳
が
必
要
な
の
で
し

ょ
う
か
。
今
回
は
こ
の
間
題
に
つ

い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

お
年
寄
り
が
寝
た
き
り
に
を
る

原
因
の
第
一
位
は
脳
血
管
障
害
で

す
。
そ
し
て
、
ち
ょ
っ
と
意
外
な

こ
と
に
、
第
二
位
は
、
大
腿
骨
頚

部
（
も
も
の
骨
の
つ
け
根
）
　
の
骨

折
を
の
で
す
。

な
ぜ
お
年
寄
り
に
、
こ
ん
を
に

骨
折
が
多
い
の
で
し
ょ
う
か
。

も
と
も
と
、
も
も
の
骨
は
太
く

頑
丈
で
、
そ
う
簡
単
に
折
れ
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が

骨
は
年
を
と
る
に
つ
れ
て
し
だ
い

に
密
度
が
小
さ
く
な
り
、
量
も
減

っ
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の

状
態
が
進
む
と
、
腰
や
背
中
が
痛

む
な
ど
の
症
状
が
あ
ら
わ
れ
、
さ

ら
に
進
行
す
る
と
、
骨
が
ス
カ
ス

カ
に
を
っ
て
、
す
の
入
っ
た
大
根

の
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
れ
が
「
骨
粗
髪
症
」
と
い
う
病

気
で
す
。

ス
カ
ス
カ
に
在
っ
た
骨
は
大
変

折
れ
や
す
く
、
セ
キ
払
い
し
た
だ

け
で
肋
骨
が
折
れ
る
を
ど
と
い
っ

た
信
じ
ら
れ
な
い
こ
と
も
起
こ
り

ま
す
。
も
も
の
骨
の
つ
け
根
が
折

れ
や
す
く
を
る
の
も
、
こ
の
骨
粗

餐
症
の
た
め
で
す
。

骨
粗
馨
症
は
高
齢
に
在
る
ほ
ど

か
か
り
や
す
く
、
50
才
を
過
ぎ
た

こ
ろ
か
ら
急
増
し
ま
す
。
特
に
女

性
で
は
、
6
5
才
を
過
ぎ
る
と
、
な

ん
と
5
0
％
以
上
が
骨
粗
髭
症
に
か

か
っ
て
い
る
の
で
す
。

こ
の
恐
し
い
骨
粗
髪
症
を
予
防

す
る
に
は
、
骨
の
材
料
と
な
る
カ

ル
シ
ウ
ム
を
た
っ
ぷ
り
と
る
こ
と

が
、
を
に
よ
り
も
大
切
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
現
状
で
は
日
本
人

は
慢
性
的
に
カ
ル
シ
ウ
ム
が
不
足

し
て
い
る
状
態
に
あ
り
ま
す
。
成

人
の
カ
ル
シ
ウ
ム
所
要
量
は
、
一

日
6
0
0
叫
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
国

民
栄
養
調
査
に
よ
る
と
、
平
均
5
5
0

明
し
か
と
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
こ
の
慢
性
的
カ
ル
シ

ウ
ム
不
足
を
改
善
す
る
た
め
に
、

積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
た
だ
き

た
い
の
が
乳
製
品
で
す
。

カ
ル
シ
ウ
ム
を
多
く
含
ん
だ
食

品
と
い
う
と
、
小
魚
や
ほ
う
れ
ん

草
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
が
、
乳
製

品
は
こ
れ
ら
の
食
品
に
く
ら
べ
て

カ
ル
シ
ウ
ム
含
量
が
多
く
、
吸
収

率
も
た
い
へ
ん
高
い
と
い
う
特
徴

が
あ
り
ま
す
。

牛
乳
一
本
で
一
日
所
要
量
の
耳

の
カ
ル
シ
ウ
ム
が
と
れ
ま
す
。
骨

を
強
く
す
る
た
め
に
、
家
族
み
ん

な
が
少
を
く
と
も
一
日
一
本
は
飲

み
ま
し
ょ
う
。

牛
乳
の
飲
め
な
い
人
は
、
ス
キ

ム
ミ
ル
ク
を
利
用
さ
れ
る
事
を
お

す
す
め
し
ま
す
。
ス
キ
ム
ミ
ル
ク

怒
ら
、
と
か
す
湯
や
水
の
量
を
自

由
に
調
節
で
き
ま
す
か
ら
濃
い
め

に
と
か
せ
ば
少
な
い
水
分
量
で
十

分
を
カ
ル
シ
ウ
ム
量
を
と
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

ま
た
料
理
に
ま
ぜ
て
使
え
る
点

も
ス
キ
ム
ミ
ル
ク
の
長
所
で
す
。

小
麦
粉
に
ま
ぜ
て
、
天
ぷ
ら
や
フ

ラ
イ
の
衣
に
し
た
り
、
ス
ー
プ
に

し
た
り
す
る
と
料
理
の
お
い
し
さ

が
引
き
立
ち
、
お
い
し
く
食
べ
ら

れ
ま
す
。

又
、
カ
ル
シ
ウ
ム
は
高
血
圧
を

防
ぐ
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
次

回
は
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
書
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

11）白菜は茎は4cm長さ2cm巾、葉は

6cm角位に切る。

（2）ハムは1cm角切りにする。

（3）鏑に油を熟して、白菜を色づかぬ

ように炊め、酒・スープ・塩を加

えて煮る。

（4）ブロッコリーは′ト房にわけ、塩水

につけて茹でる。（固め）

15）（3）にハムを加え、ブロッコリーを

加え、片栗粉を牛乳でといて加え、

こしょうをふりこんで仕上げる。

1人分　塩分　0．8g

〈牛乳を使った料理例〉

○白菜の牛乳煮

白　　　菜　　　　4009

ブロッコリー　　　　70g

（ほうれん草）

ハ　　　ム　　　　　509

（とり肉・えび・かに）

水　　　　　　　1カップ

チキンコンソメスープヤヶ
牛　　　乳　　　　100C£

酒　　　　　　　大さじ1

油　　　　　大さじ1‡

塩　　　　　小さじ÷強

こしょう　　　　　　　少々

片栗粉　　　　大さじ1
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人の動き

三
8月届け

深
山
口
小
椋
　
義
明

尾
上
原
藤
原
　
照
子

佐
　
川
高
木
　
ス
ワ

7
1
歳
敏
虞
宅
　
佐
　
川
　
加
藤
　
正
美
　
様

8
4
歳
昭
仁
宅
　
　
　
（
ご
本
人
様
退
院
）

8
0
歳
哲
也
宅
　
新
　
二
　
藤
森
か
え
で
　
様

．

．

■

■

■

■

r

 

Hたし

（
敬
称
略
）

□
お
誕
生
お
め
で
と
う

ー
（
ノと

ほざ

新

一

野

口
信
也
、

柿
　
原
　
奥
田和

虜
、

佐
　
川
　
住
田

孝
昭
、

佐
　
川
　
下
村

敏
彦
、

御
　
机
　
川
上

富
夫
、

優　　め
美太　ぐ純径亜照久順岳
子知み也子紀美司子

二　　長　　長
女　　男　　男

酬
」
」

8月中寄託分

三　　長
男　　男

▽
こ
結
婚
を
祝
し
ま
す

相
見
　
政
美

住
田
　
知
保

今
田
　
和
秋

景
山
加
代
子

新
見
　
浩
志

磨
見
　
桂
子

）））
江
尾

米
子
市
か
ら

日
野
郡
溝
口
町
か
ら

美
用

吉
原

大
阪
府
守
口
市
か
ら

■
ご
め
い
福
を
祈
り
ま
す

西
成
妹
尾
輝
司
8

1
歳
章
宅

尾
上
原
竹
茂
速
水
6
7
歳
祝
重
宅

一
旦
宇
田
川
房
雄
7
6
歳
玉
枝
宅

■
香
典
返
し
と
し
て

西
　
成
　
妹
尾
　
　
章
　
様

（
父
輝
司
様
ご
逝
去
）

一
旦
　
宇
田
川
玉
枝
　
様

（
夫
房
雄
様
ご
逝
去
）

深
山
口
　
小
椋
　
敏
虜
　
様

（
父
義
明
様
ご
逝
去
）

尾
上
原
　
作
茂
　
祝
東
　
棟

（
夫
速
水
様
ご
逝
去
）

尾
上
原
　
藤
原
　
昭
仁
　
様

（
母
照
子
様
ご
逝
去
）

ロ
内
祝
と
し
て

貝
　
田
　
遠
藤
　
　
昇
　
様

（
ご
本
人
様
退
院
）

大
河
原
　
安
田
　
益
夫
　
様

（
ご
本
人
様
退
院
）

御
　
机
　
林
　
　
義
美
　
様

（
ご
本
人
様
退
院
）

（
ご
本
人
様
・

長
女
美
貴
様
退
院
）

新
　
二
　
山
川
　
浩
市
　
様

（
長
男
達
矢
様
退
院
）

新
一
矢
野
　
哲
代
　
様

（
ご
本
人
様
退
院
）

下
蚊
屋
　
大
岩
　
勝
実
　
様

（
ご
本
人
様
退
院
）

西
　
成
　
妹
尾
　
　
衛
　
様

（
ご
本
人
様
退
院
）

美
　
用
　
板
井
　
幹
代
　
様

（
ご
本
人
様
退
院
）

宮
ノ
前
　
船
越
治
寿
子
　
様

（
ご
本
人
様
退
院
）

本
　
五
　
大
江
　
好
子
　
様

（
ご
本
人
様
退
院
）

㊤
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外
壁
・
塗
装
工
事
の

ト
ラ
ブ
ル
に
ご
注
意

江
府
町
社
会
福
祉
協
議
会

善
意
銀
行
受
払
報
告

1
、
七
月
末
累
計
額

八
三
五
、
〇
〇
〇
円

2
、
八
日
中
寄
託
額

二
〇
五
、
〇
〇
〇
円

内
　
訳

香
典
返
し
　
八
五
、
〇
〇
〇
円

内
　
　
祝
一
二
〇
、
〇
〇
〇
円

3
、
預
金
利
息
四
、
七
〇
五
円

4
、
支
出
額
　
　
　
　
　
〇
円

5
、
八
月
末
累
計
額

一
、
〇
四
四
、
七
〇
五
円

訪
問
販
売
で
契
約
し
た
　
「
家
の

外
壁
・
塗
装
工
事
」
に
つ
い
て
、

ト
ラ
ブ
ル
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

消
費
者
の
知
識
の
乏
し
さ
に
つ

け
こ
み
、
考
え
ら
れ
を
い
よ
う
を

大
幅
を
値
引
き
を
ち
ら
つ
か
せ
、

長
時
間
勧
誘
し
、
即
日
契
約
さ
せ

て
し
ま
う
と
い
う
ケ
ー
ス
で
、
後

で
調
べ
た
と
こ
ろ
値
段
が
少
し
も

安
く
老
い
、
工
事
が
ズ
サ
ン
、
す

ぐ
は
げ
た
、
解
約
を
申
し
出
て
も

応
じ
な
い
、
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス

が
悪
い
、
と
い
っ
た
苦
情
が
出
て

い
ま
す
。

こ
う
い
う
工
事
の
契
約
に
際
し

て
は
、
契
約
書
を
よ
く
確
認
す
る

と
と
も
に
、
複
数
の
業
者
か
ら
正

確
な
見
積
を
取
り
、
良
く
検
討
し

て
決
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

ま
た
、
工
事
終
了
後
す
ぐ
に
会

社
が
倒
産
し
た
り
、
会
社
と
連
絡

が
と
れ
を
く
在
っ
た
例
も
あ
る
の

で
、
耐
久
性
や
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ

ス
を
ど
を
考
え
、
信
頼
で
き
る
業

者
に
頼
む
の
が
賢
明
で
す
。

10月開設

人権、行政、心配ごと相談所

と　き　10月11日（水）

午前9時～正午

ところ　　日　輪　閣

相談員　　安江久夫人権擁護委員
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